
提

出

者
小

沢

和

秋

赤

嶺

政

賢

平
成
十
五
年
一
月
三
十
一
日
提
出

質

問

第

一

三

号

新
福
岡
空
港
と
交
通
政
策
審
議
会
航
空
分
科
会
答
申
に
関
す
る
質
問
主
意
書

13



新
福
岡
空
港
と
交
通
政
策
審
議
会
航
空
分
科
会
答
申
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
八
月
二
十
三
日
、
国
土
交
通
省
の
「
交
通
政
策
審
議
会
航
空
分
科
会
中
間
と
り
ま
と
め
」
（
以
下
「
中
間
と
り
ま
と

め
」
）
が
な
さ
れ
、
同
分
科
会
は
昨
年
十
二
月
六
日
、
「
今
後
の
空
港
及
び
航
空
保
安
施
設
の
整
備
に
関
す
る
方
策
に
つ
い

て
」
と
い
う
答
申
（
以
下
「
答
申
」
）
を
出
し
た
。

こ
の
「
答
申
」
を
受
け
て
、
新
福
岡
空
港
問
題
が
県
民
の
関
心
を
呼
ん
で
い
る
。

「
答
申
」
が
出
さ
れ
た
日
に
、
今
里
滋
九
州
大
学
教
授
は
「
新
空
港
構
想
が
着
々
と
す
す
む
な
か
、
悠
長
に
是
々
非
々
を
論

議
し
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。
新
空
港
が
国
の
調
査
空
港
に
明
記
さ
れ
た
今
、
自
分
が
立
つ
し
か
な
い
と
考
え
た
」
と
の
べ
、

「
借
金
残
す
な
、
海
残
せ
」
「
い
ら
ん
ば
い
！
新
福
岡
空
港
」
を
合
言
葉
に
、
県
政
に
挑
む
考
え
を
表
明
し
た
。

福
岡
県
の
試
算
で
も
概
算
建
設
費
八
千
二
百
億
円
（
交
通
ア
ク
セ
ス
な
ど
も
加
え
る
と
一
兆
円
を
こ
え
る
）
と
い
わ
れ
る
新

福
岡
空
港
建
設
に
対
し
て
、
「
新
福
岡
空
港
建
設
は
不
良
債
権
に
な
る
」
（
福
岡
県
男
性
／
国
土
交
通
省
「
主
要
地
域
拠
点
空

港
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
よ
り
）
な
ど
国
・
県
の
財
政
破
た
ん
を
懸
念
す
る
声
も
あ
る
。

そ
こ
で
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

（
一
）

「
答
申
」
は
、
福
岡
空
港
に
つ
い
て
、
「
将
来
的
に
需
給
が
逼
迫
す
る
等
の
事
態
が
予
想
さ
れ
る
」
と
の
べ
て
い

一



る
。
福
岡
空
港
の
現
況
と
需
給
状
況
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、
「
将
来
的
に
需
給
が
逼
迫
す
る
等
の
事
態
が
予
想
さ
れ

る
」
と
答
申
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
根
拠
と
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
「
逼
迫
」
の
時
期
は
い
つ
頃
か
ら
と

想
定
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
と
き
の
年
間
旅
客
数
、
離
着
陸
回
数
（
ピ
ー
ク
時
を
含
め
て
）
は
い
く
ら
と
予
測
し
て
い

る
の
か
。

（
二
）

「
答
申
」
は
、
福
岡
空
港
に
つ
い
て
「
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
方
策
、
近
隣
空
港
と
の
連
携
方
策
と
と
も
に
中

長
期
的
な
観
点
か
ら
の
新
空
港
、
滑
走
路
増
設
等
を
含
め
た
抜
本
的
な
空
港
能
力
向
上
方
策
等
に
つ
い
て
、
幅
広
い
合

意
形
成
を
図
り
つ
つ
、
国
と
地
域
が
連
携
し
、
総
合
的
な
調
査
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
。

麻
生
渡
福
岡
県
知
事
は
「
答
申
」
を
受
け
た
昨
年
十
二
月
六
日
、
「
中
長
期
的
な
観
点
か
ら
新
空
港
建
設
も
含
め
た

形
で
抜
本
的
な
対
策
ま
で
踏
み
込
ん
で
調
査
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
は
大
き
な
成
果
」
と
評
価
し
た
。

本
「
答
申
」
は
、
新
空
港
を
視
野
に
入
れ
た
総
合
的
な
調
査
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
「
中
間
と
り
ま
と

め
」
か
ら
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
、
こ
の
よ
う
な
結
論
に
至
っ
た
の
か
明
確
に
さ
れ
た

い
。

（
三
）

今
年
一
月
六
日
、
麻
生
渡
福
岡
県
知
事
は
、
福
岡
県
が
新
宮
町
沖
へ
の
早
期
建
設
を
前
提
に
本
年
度
、
計
画
し
て
い

二



た
交
通
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
県
独
自
調
査
事
業
（
総
額
約
四
千
六
百
万
円
）
の
実
施
見
送
り
を
表
明
し
た
。

同
月
十
四
日
に
は
、
日
本
共
産
党
・
瀬
川
康
之
県
会
議
員
の
福
岡
県
議
会
国
際
空
港
誘
致
等
対
策
調
査
特
別
委
員
会

で
の
質
問
に
、
権
現
昭
二
福
岡
県
空
港
対
策
局
長
は
「
新
宮
沖
は
基
本
構
想
の
優
位
な
条
件
を
備
え
て
い
る
と
い
う
ふ

う
に
整
理
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
、
住
民
の
意
見
を
交
え
な
が
ら
調
査
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
（
新
宮
沖
）
は
白
紙

で
臨
ん
だ
方
が
い
い
」
と
答
弁
し
た
。

こ
う
し
た
態
度
や
発
言
を
受
け
て
、
「
福
岡
県
が
新
空
港
構
想
を
白
紙
に
」
「
新
福
岡
空
港
知
事
方
針
転
換
」
な
ど

と
マ
ス
コ
ミ
で
報
じ
ら
れ
、
新
福
岡
空
港
建
設
が
「
取
り
下
げ
」
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
福
岡
県
民
に
あ
た
え
て

い
る
。
候
補
地
を
白
紙
で
臨
む
か
ら
、
交
通
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
福
岡
県
独
自
の
調
査
事
業
予
算
が
執
行
で
き
な
い
だ
け

で
あ
る
。
福
岡
県
か
ら
「
答
申
」
後
「
新
福
岡
空
港
建
設
は
中
止
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
主
旨
の
連
絡
が
国
に
あ
っ
た

の
か
。

（
四
）

今
年
一
月
十
四
日
、
麻
生
渡
福
岡
県
知
事
は
「
県
が
新
空
港
建
設
と
い
う
立
場
を
取
り
続
け
れ
ば
、
現
空
港
の
機
能

強
化
や
近
隣
空
港
と
の
連
携
を
捨
て
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
国
の
調
査
が
で
き
な
く
な
る
」
と
発
言
し
た
。

国
は
、
福
岡
県
の
新
空
港
建
設
の
立
場
と
は
関
係
な
く
、
「
答
申
」
に
あ
る
よ
う
に
国
と
地
域
が
連
携
し
て
、
新
空

三



港
も
視
野
に
入
れ
た
総
合
的
な
調
査
を
実
施
す
る
方
針
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
総
合
的
な
調
査
を
い
つ
か
ら
行
い
、

調
査
期
間
を
ど
の
く
ら
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

（
五
）

「
答
申
」
は
、
空
港
整
備
及
び
航
空
保
安
シ
ス
テ
ム
整
備
に
係
る
財
源
問
題
に
つ
い
て
「
空
港
の
配
置
的
側
面
か
ら

の
整
備
は
概
成
」
な
ど
と
し
て
、
「
国
と
地
方
の
負
担
割
合
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
」
し
、
羽
田
空
港
の
再
拡
張
事

業
に
つ
い
て
も
「
地
方
負
担
を
導
入
す
る
方
向
で
検
討
」
と
あ
る
。

こ
の
「
答
申
」
の
方
向
で
い
く
と
、
新
福
岡
空
港
を
建
設
し
た
場
合
、
地
元
へ
の
負
担
は
従
来
の
空
港
建
設
よ
り
増

す
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

今
国
会
で
は
、
空
港
整
備
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が
出
さ
れ
る
予
定
で
、
福
岡
な
ど
国
が
管
理
す
る
二
種
Ａ

空
港
で
は
、
こ
れ
ま
で
国
が
整
備
費
を
全
額
負
担
す
る
『
空
港
付
帯
施
設
』
と
し
て
い
た
照
明
施
設
と
無
線
施
設
用
地

を
、
滑
走
路
な
ど
と
同
様
の
『
空
港
基
本
施
設
』
と
し
、
自
治
体
に
三
分
の
一
の
費
用
負
担
を
求
め
る
と
し
て
い
る
。

福
岡
空
港
の
場
合
、
空
港
整
備
費
に
つ
い
て
、
現
在
の
国
と
地
方
の
財
政
負
担
（
額
と
比
率
）
を
示
す
と
と
も
に
、

来
年
度
、
福
岡
空
港
は
空
港
南
側
に
Ｉ
Ｌ
Ｓ
（
計
器
着
陸
装
置
）
が
完
成
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
の
改
正
案
が
成
立
し

た
場
合
、
自
治
体
の
負
担
が
増
え
る
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。
い
く
ら
増
え
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。 四



（
六
）

「
答
申
」
で
は
、
新
規
事
業
採
択
に
お
け
る
合
意
形
成
手
続
き
明
示
に
つ
い
て
、
「
住
民
の
合
意
形
成
等
の
手
続
き

が
ル
ー
ル
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
透
明
性
の
向
上
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
問
題
が
生
じ
て
い
た
の
か
。

今
里
滋
九
州
大
学
教
授
は
「
事
業
者
側
が
情
報
公
開
し
て
、
意
思
決
定
過
程
へ
の
市
民
の
具
体
的
参
画
を
実
現
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
来
の
公
共
事
業
の
大
半
は
、
ま
ず
実
施
決
定
が
あ
り
、
後
で
合
理
化
が
図
ら
れ
た
」
と
指
摘
し

て
い
る
。

「
答
申
」
は
、
福
岡
空
港
に
つ
い
て
「
幅
広
い
合
意
形
成
を
図
り
」
と
あ
る
が
、
調
査
な
ど
の
情
報
公
開
、
意
思
決

定
過
程
へ
の
市
民
の
具
体
的
参
画
な
ど
は
保
証
さ
れ
る
の
か
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
手
順
を
ふ
ん
で
合
意
形
成
を
図

ろ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

（
七
）

福
岡
空
港
の
空
港
処
理
能
力
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。
福
岡
空
港
の
場
合
、
一
時
間
あ
た
り
の
発
着
回
数
の
平
均
値

お
よ
び
最
高
値
は
い
く
ら
な
の
か
、
時
間
帯
ご
と
に
示
さ
れ
た
い
。

現
在
の
空
港
処
理
能
力
で
着
陸
機
と
離
陸
機
が
交
互
に
離
着
陸
す
る
場
合
、
一
時
間
あ
た
り
何
回
ま
で
離
発
着
が
可

能
な
の
か
。
積
算
根
拠
も
示
さ
れ
た
い
。

五



福
岡
空
港
で
は
空
港
東
側
に
新
し
い
誘
導
路
が
完
成
し
、
今
年
一
月
二
十
三
日
か
ら
供
用
が
は
じ
ま
っ
た
。
来
年

度
、
空
港
の
南
側
に
Ｉ
Ｌ
Ｓ
（
計
器
着
陸
装
置
）
が
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
誘
導
路
の
完
成
、
Ｉ
Ｌ
Ｓ
が
完
成
し
た

場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
の
程
度
空
港
処
理
能
力
の
向
上
が
見
こ
ま
れ
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

（
八
）

福
岡
空
港
は
、
目
的
地
で
は
福
岡－

羽
田
間
が
一
番
多
く
約
三
割
を
し
め
る
。
そ
の
羽
田
間
で
も
一
便
あ
た
り
の
座

席
利
用
率
は
六
三
・
七
％
（
二
〇
〇
一
年
度
）
で
、
輸
送
能
力
に
も
余
裕
も
あ
る
。
昨
年
十
月
十
日
に
、
日
本
共
産
党

福
岡
県
議
団
が
調
査
に
赴
い
た
際
、
国
土
交
通
省
福
岡
空
港
事
務
所
は
「
『
あ
と
数
年
で
容
量
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る

か
』
と
い
う
お
尋
ね
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
ど
も
は
そ
の
よ
う
な
認
識
は
も
っ
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
こ
た
え
た
。

あ
と
数
年
で
容
量
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。
需
要
予
測
を
出
し
て
い
る
二
〇
一

二
年
ま
で
は
現
空
港
の
処
理
能
力
で
対
応
で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

（
九
）

扇
千
景
国
土
交
通
大
臣
は
昨
年
十
月
一
日
、
日
本
経
済
新
聞
記
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
「
ま
ず
現
行
の
福
岡
空
港

を
最
大
限
活
用
す
べ
き
だ
」
と
の
べ
、
「
福
岡
県
な
ど
が
『
現
空
港
の
発
着
能
力
は
限
界
に
き
て
い
る
』
と
主
張
し
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
『
管
制
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
で
五
分
ご
と
の
発
着
を
三
分
ご
と
に
し
て
発
着
回
数
を
増
や
す
』
こ

と
を
提
案
。
さ
ら
に
大
型
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
機
を
導
入
す
れ
ば
、
一
回
の
発
着
で
よ
り
多
く
の
旅
客
を
運
ぶ
こ
と
が

六



で
き
る
と
指
摘
し
た
」
と
報
じ
て
い
る
。

福
岡
空
港
の
航
空
機
機
材
の
構
成
比
は
四
百
席
以
上
の
構
成
比
が
一
四
％
（
平
成
十
一
年
度
実
績
）
で
、
羽
田
の
二

五
％
、
新
千
歳
の
二
三
％
と
比
べ
て
も
少
な
い
。
誘
導
路
や
Ｉ
Ｌ
Ｓ
（
計
器
着
陸
装
置
）
の
完
成
で
、
空
港
処
理
能
力

も
あ
が
る
。

「
需
給
が
逼
迫
」
し
た
と
仮
定
し
て
も
、
大
臣
が
指
摘
す
る
よ
う
に
航
空
機
機
材
の
大
型
化
や
管
制
シ
ス
テ
ム
の
見

直
し
を
す
れ
ば
、
現
福
岡
空
港
で
対
応
で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

（
十
）

総
務
省
行
政
評
価
局
が
二
〇
〇
一
年
五
月
に
発
表
し
た
「
空
港
の
整
備
等
に
関
す
る
行
政
評
価
・
監
視
結
果
報
告

書
」
に
よ
る
と
、
「
新
設
あ
る
い
は
滑
走
路
延
長
事
業
を
実
施
し
平
成
元
年
度
以
降
十
年
度
ま
で
に
供
用
開
始
し
た
空

港
で
、
需
要
予
測
値
と
利
用
実
績
値
の
対
比
が
可
能
な
一
五
空
港
の
う
ち
九
空
港
で
実
績
値
が
予
測
値
を
下
回
り
、
う

ち
四
空
港
で
は
予
測
値
の
半
分
以
下
の
実
績
」
と
過
大
な
需
要
予
測
が
指
摘
さ
れ
た
。

事
実
、
一
九
九
八
年
度
開
港
し
た
佐
賀
空
港
で
は
、
年
間
旅
客
数
を
二
〇
一
二
年
度
八
十
一
万
人
（
一
九
八
六
年
度

予
測
・
佐
賀
空
港
飛
行
場
設
置
許
可
申
請
書
）
と
需
要
予
測
し
た
が
、
二
〇
〇
一
年
度
三
十
三
万
人
の
実
績
と
大
き
く

隔
た
り
が
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
度
で
歳
入
は
着
陸
料
な
ど
約
七
千
九
百
万
円
、
歳
出
は
施
設
維
持
費
な
ど
約
四
億
五
百

七



万
円
で
、
過
大
な
需
要
予
測
が
自
治
体
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
。

佐
賀
空
港
の
場
合
、
需
要
予
測
が
大
き
く
外
れ
た
要
因
は
何
か
。
国
土
交
通
省
と
し
て
、
過
大
な
需
要
予
測
に
対
し

て
、
具
体
的
に
ど
う
改
善
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

（
十
一
）

福
岡
空
港
の
年
間
旅
客
数
は
、
国
内
線
が
一
九
九
九
年
度
千
七
百
九
万
人
、
二
〇
〇
〇
年
度
千
七
百
四
万
人
、
二

〇
〇
一
年
度
千
七
百
四
十
一
万
人
と
推
移
し
て
い
る
。
国
際
線
も
含
め
る
と
、
一
九
九
九
年
度
千
九
百
五
十
万
人
、

二
〇
〇
〇
年
度
千
九
百
五
十
六
万
人
、
二
〇
〇
一
年
度
千
九
百
五
十
万
人
と
、
こ
こ
三
年
旅
客
数
の
伸
び
は
頭
打
ち

で
あ
る
。
国
内
線
で
は
福
岡
空
港
と
現
北
九
州
空
港
の
年
間
旅
客
数
を
あ
わ
せ
る
と
、
二
〇
〇
一
年
度
で
千
七
百
六

十
万
人
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
福
岡
空
港
と
二
〇
〇
五
年
度
開
港
予
定
で
あ
る
新
北
九
州
空
港
の
国
内
旅
客
数
の
需
要
見
通
し
は
、

二
〇
〇
七
年
度
で
福
岡
空
港
千
八
百
十
万
人
、
新
北
九
州
空
港
二
百
八
十
三
万
人
、
合
計
二
千
九
十
三
万
人
、
二
〇

一
二
年
度
で
福
岡
空
港
二
千
百
六
十
万
人
、
新
北
九
州
空
港
三
百
二
十
八
万
人
、
合
計
二
千
四
百
八
十
八
万
人
と

な
っ
て
い
る
。
全
国
人
口
の
ピ
ー
ク
は
二
〇
〇
六
年
で
あ
り
、
新
北
九
州
空
港
の
開
港
で
、
福
岡
空
港
の
旅
客
数
も

移
る
。
二
〇
〇
一
年
度
の
福
岡
空
港
と
北
九
州
空
港
の
実
績
か
ら
み
て
も
、
過
大
な
需
要
見
通
し
と
い
え
な
い
の

八



か
。
調
査
を
す
る
中
で
需
要
見
通
し
を
見
直
し
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

（
十
二
）

北
部
九
州
に
は
、
福
岡
空
港
、
佐
賀
空
港
、
北
九
州
空
港
の
三
空
港
が
あ
る
が
、
福
岡
空
港
に
乗
客
が
集
中
し
て

い
る
。
そ
の
要
因
は
、
便
数
の
多
さ
、
交
通
ア
ク
セ
ス
も
あ
る
が
、
国
が
一
九
九
五
年
に
幅
運
賃
制
度
を
導
入
し
、

そ
れ
に
端
を
発
し
て
航
空
会
社
に
よ
る
割
引
運
賃
合
戦
が
行
わ
れ
、
福
岡
発
着
便
が
価
格
設
定
さ
れ
た
影
響
も
大
き

い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

（
十
三
）

福
岡
県
も
参
加
す
る
福
岡
空
港
調
査
会
が
作
成
し
た
「
福
岡
空
港
の
国
内
線
利
用
者
の
内
訳
」
に
よ
る
と
、
北
九

州
都
市
圏
で
福
岡
空
港
を
利
用
す
る
も
の
は
九
・
五
％
、
筑
豊
地
方
圏
も
含
め
る
と
二
百
万
人
を
こ
え
る
と
さ
れ

る
。
新
北
九
州
空
港
が
完
成
す
る
と
、
山
口
県
、
大
分
県
利
用
者
と
あ
わ
せ
、
こ
れ
ら
の
乗
客
が
移
る
可
能
性
を
有

し
て
い
る
。
羽
田
、
大
阪
、
名
古
屋
路
線
に
つ
ぐ
多
便
数
の
福
岡－

鹿
児
島
路
線
（
一
日
往
復
十
三
便
・
二
〇
〇
三

年
二
月
）
は
、
二
〇
一
三
年
予
定
の
博
多－

西
鹿
児
島
間
の
九
州
新
幹
線
が
全
面
開
通
で
、
利
便
性
か
ら
考
え
て

も
、
激
減
・
廃
止
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
、
今
年
四
月
か
ら
エ
ア
ー
ニ
ッ
ポ
ン
が
福
岡－

鹿
児
島
路
線

の
休
止
を
表
明
し
、
往
復
四
便
減
少
す
る
。

航
空
運
賃
に
み
ら
れ
る
福
岡
空
港
に
集
中
す
る
よ
う
な
政
策
誘
導
を
せ
ず
、
近
隣
空
港
や
他
の
交
通
手
段
と
機
能

九



分
担
を
す
れ
ば
、
福
岡
空
港
が
「
将
来
的
に
需
給
が
逼
迫
す
る
等
の
事
態
」
は
回
避
で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

右
質
問
す
る
。

一
〇


